第３回　橋本市都市計画審議会専門委員会及び
橋本市都市計画マスタープラン等策定検討委員会　議事録(抜粋)

	会議名称
	第３回　橋本市都市計画審議会専門委員会及び橋本市都市計画マスタープラン等策定検討委員会

	日　　時
	令和3年8月12日(木)　午前10時～

	場　　所
	橋本市役所　3階　委員会室

	出 席 者
	委員
(敬称略)
	〇橋本市都市計画審議会専門委員
濱田　學昭　　平家　利也　　乾　　幸八　板橋　真弓　
杉村　春美

〇橋本市都市計画マスタープラン策定検討委員会
濱田　學昭　　葛原　芳秀　　西山　恵三　　堀川　憲一　　
西井　幸男　　池田　和夫　　大原　康平　　向井　景子　
房本　恵　　　栄迫　仁志　　武田　昌也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【出席委員　15名】

	公開状況
	公開

	傍 聴 者
	1名

	次　　第
	1．開　　会
2．報告事項
　　(1)　「都市計画タウンミーティング
(マスタープラン策定ミーティング)」の開催結果について
　　(2)　現行都市計画マスタープランの検証結果報告について
3．協議事項
「都市計画マスタープラン」の基本方針について
4．閉　　会

	資　　料
	・第1回「都市計画タウンミーティング(マスタープラン策定ミーティン
グ)」の開催結果について
・現行都市計画マスタープランの検証結果報告シート
・10年間の変容





〇委員長挨拶
　この審議会は以前にも申し上げましたが、比較的自由な立場でご審議いただける場ですので、ざっくばらんに皆さんのご意見を頂戴できればと思います。

〇報告事項について
(1) 7月18日(日)に「第1回都市計画タウンミーティング(マスタープラン策定ミーティ
ング)」を開催した結果報告を資料をもとに行いました。

(2) 次の10年の都市計画マスタープランを策定するにあたり、現行の都市計画マスター
プランがどの程度進んでいるのか進捗状況等を確認するため、各項目ごとに実施状況をまとめ報告しました。
また、この10年間で橋本市の状況がどのように変わったのか、各種数値等について比較したものを報告しました。

≪意見等≫
・10年間の変容について、国勢調査をもとに報告してくれたのはわかるのだが、2015年では現在の状況とは乖離があると思われる。もっと現状に即した数字と比較をしたいので再度とりまとめをお願いしたい。
・駅の乗降者数について、減少した原因などわかるのか。学生の減少に併せて学生の利用が減っているのかなどわかるのであれば調べて欲しい。
・小売業の事業者数は減少しているが、製造品の出荷額は増額している。これは企業誘致を行った結果によるものなのか。誘致したことによる税収であるとか、雇用数であるとかの影響についても調査をお願いしたい。また、既存の企業の努力によるものであるならばそちらの支援もしていく必要があると思う。
・橋本市の数字の変化を確認することも重要だが、市外の状況と比較してどうなのかを考えることも大事。それが他と比べた橋本市の長所短所になりえる。そこの調査もお願いしたい。
・観光客数の変動について、10年間で約45万人の増加となっているが、増加の変遷を細かく知りたい。毎年少しずつ増えたのか、ある年にぐっと増えたのかなど。
・人口動態について、外国人の割合や就労状況などわかる範囲で調べられないか。防災の観点から今後外国人向けの情報発信なども考えていく必要があるので、そういう情報があるといい。
・出荷額の話があったが、それが税収や雇用の増加になどにつながっているのかなどもしわかれば調べて欲しい。
・重点施策の中で、防災・防犯の項目が29.5%となっているが、防災と防犯それぞれの割合がどれくらいあるかなどわかれば。
・小売業の事業所数の減少について、どこの事業所がなくなったのかなど詳細にわかれば教えて欲しい。
・コロナ禍で事業をやめたところもあるが、新たに始める動きもある。新しいのは個人事業主が多い印象。橋本市内の市ＧＤＰのようなものがわかれば、その比較などもしてみたいが。
・現行都市計画マスタープランの検証について、高野口での用途地域の指定について未実施となっている。既存不適格の建物等の調査もあるため難しいということだが、地元の同意はもちろん必要だが今後速やかに調査を行って指定をしていくべきではないか。
・高野口の狭小道路の発生の一因は建ぺい率にあると思う。建物を建て替える時に用途や適切な建ぺい率に従ってもらう。今後そうやって安全で暮らしやすいまちづくりをしていくという意思をはっきり示すためにも用途指定は必要では。
・住んでいる人にとってはそもそも現状が悪い、という認識がない。いきなりあなたの建物が規格に合ってないから次からこうしないといけない、というのは難しい。ただ、駅周辺は今空地になったり建て替えていくところ増えてきているので、そういうところは説明をしっかりすれば協力してくれると思う。まずは現状では防災面での課題があることなどを理解してもらうことが重要だと思う。
・10年の変容の中でまとめられているＨ28に行われた市民意識調査の、生活環境の整備というのは具体的にはどういうものを想定していたのか。
・タウンミーティングのアンケート内容などを見ると、やはり高齢者に関する対応についてなどの記載が多い。今後高齢者の割合がますます増えていくこともあり、高齢者が暮らしやすい環境をハード・ソフト共に整えていくことはどうしても必要になってくるので、しっかり行政としてもどのように対応していくか考えていってもらいたい。
・買い物難民になってしまう高齢者問題に対して今は車両などによる出張販売がある。普通のスーパーと違い、これには買い物に集まった高齢者同士が会話するなどの機会を提供できるという効果も期待されている。
・隣のかつらぎ町では、バス会社が移動販売車両を購入して、Ａコープからの委託販売をテスト的に始めている。これは案であるが、そういった移動販売にあわせて高校生などにカフェ経営などしてもらい、経営感覚を身に着けつつ、単位もとれるような形態をできないかなと考えている。地元産品を知ってもらい、独居の老人たちとの交流なども出来社会性なども養える。いろいろマーケティングなどもしているので行政からもまた支援もらえれば。
・検証シートの内容については、量も多くまた細かいので、持ち帰らせてもらってじっくり見させてもらいたい。そのうえでまた意見は次回以降で発言させてもらいたい。

〇協議事項について
　都市計画マスタープランを策定するにあたっての大本となるテーマや基本方針を考えていくため、今の橋本市に必要なことはなんなのか、といったことを自由に協議いただきました。

≪意見等≫
・今の都市計画マスタープランは、様々な分野のことをまんべんなく記載されてはいるが、残念ながら具体的に進んだ計画というのは少ない。市の骨格というものがきちんと構築されていないのが一番の問題だと思う。橋本駅前はみんなまちの核だと考えているが、商店や人口は減ってきている。これまでやってきた開発事業も縮小してしまった。
　シビックセンターを整備するという話もあったが、具体的には何も決まっていない。市役所を移すのか、その場合どこにするのかなど。
　また、かねてよりの課題である図書館をどうするか。図書館も適当な場所に作ればいいものではなく、人の交流の拠点となる場所でなければならないから簡単には決められない。
・橋本駅前は昔も今もまちの中心拠点である、という認識はみんな持っていると思う。長期総合計画でも駅前は中心地区であると位置づけられている。であるならば、あくまで個人の希望レベルだが、都市計画マスタープランとしてはここにしっかり注力して再度開発を目指すという計画を作るのも一つではないかと思っている。都市の核を確立する。それが大事じゃないかと。
・10年ほど前、グランピングのキャンプ場やボルダリング、スケートボードの練習場などを作らないかと提案したことがある。その時は市の事情も相まって実現しなかった。だが、今それを作れていれば、このコロナとオリンピックですごく人気が出ていたはず。言いたいのは、核を作るにしても、ものにはタイミングや旬があるということ。いろいろ事情があることはわかるが、作るべき時に多少のリスクをとってでも素早く着手しないといいものもうまく育たない。
　まちの核を作るキーワードということでは、自分はスポーツだと思う。今和歌山でも南の方とか良い競技場とか施設がどんどん整備されて行っている。またそういうところの近くに住んでいる子はやはり運動能力が高い。橋本市にもそういう施設が整えば、地元の人も使えるし、活性化にもつながっていくと思う。
・財政難という話はわかるが、行政だけでやらなくていい。もっと民間を頼ってほしい。企業と連携して投資してもらって。うまく使ってほしい。
・都市計画マスタープランは大きい計画。どうしても個別の細かい事業に注目してしまいがちだが、そうなると全体が見えなくなってしまう。木を見つつ、森を把握することを意識して、先ほどもあったが、個別の進捗だけを見ず他のまちとも比較してどうなのか、といったことを考えていかなければならない。
・大人は車があって、遠出が出来るけども子供はそうはいかない。中高生が地元をどう評価しているかというのはとても重要になってくる。
・ハード的な核を作るのは大変だが、例えばソフト面でのブランディングなどは比較的取り組みやすいのでは。今も地元企業さんなどで実績のある商品とコラボすることで横展開などは考えられる。
・高野口の駅舎内を利用して賑わいの拠点を作っていきたい。そこに、例えば自転車の貸出をするとして、乗り捨て大丈夫にして運転代行の人が空いてる時間に回収してもらうとか、ソフト面での工夫次第でまだまだ地元の力でいろいろ取り組める部分は大きいと思う。
[bookmark: _GoBack]・橋本市には中心がない。何でもあると言えば聞こえはいいが、これといったものがない。橋本、高野口、それぞれの地域、もちろん全部栄えたらいいと思うけれどそうもいかない。橋本と言えばここ、という人が集まる中心。他の地域の方からは面白くないかもしれないけれど、そこは割り切ってまずはどこに中心を据えるかをきちんと考えないと。
